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一般的な灌木処理方法は、刈払機による下草刈り、チェンソーによる伐倒、
バックホーなどの重機を用いた抜根である。しかしながら、バックホー等の
使用には熟練が必要であり、不慣れな操作では危険も多い。

そこで、使い慣れた農業機械であるトラクタを利用してできる安全で効率的
な灌木処理方法を確立した。

トラクタを利用した灌木処理（抜根）は、フロントローダによ
り立木を前方に倒し込む方法で安全かつ効率的に行える

２ 倒し込み ３ 掘り取り

４ 移 動 （反対側） ５ 倒し込み ６ 掘り取り・抜根

バックホーでの手前に引く作業に比べ安全に行える

※ なお、2m程度の低木は、掘り取りのみでの抜根も可能

図１ 抜根作業の流れ
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[具体的データ］

表２　抜根作業にかかる一連の作業の時間等（倉吉市下米積、2014）

倒し込み 掘取り

（反対側） （反対側）

ク　ワ － 6 － 10

エノキ① 3 4 1 11

エノキ② 1 2.5 － － 0.5 4

ハ　ゼ － 3(抜根含) － － 0 4

注１）樹種の概要は表１のとおり

注２）抜根は主幹についてで、周囲の根の除去は掘取り作業で行った。

注３）エノキ②は一方からの掘り取りのみで抜根をした

注４）一連の作業や時間に掘り取った土の埋め戻しは含めていない。

注５）抜根後灌木と根は一箇所に集め（8分）、チェンソーで細断（12分）
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［成果の活用面・留意点］
１．本試験は、耕作放棄歴約20年の黒ボク畑において行ったものである。
２．供試したトラクタは、43ps（Ｙ社435FX）、フロントローダは幅160cm（奥行50cm､深さ30cm、
容量約200L）である。安全に処理可能な灌木高さはおおよそ5ｍ程度までと思われる。
３．ワイヤーやロープなどを用いてトラクタで引っ張ったり、バケットで手前側に引き寄せるな
ど、トラクタオペレータへの危険が予測される作業は行わない。
４．見通し良く抜根作業ができるよう、作業前に灌木周辺の雑草処理を行っておく。

５．可能であれば、灌木周辺のみならずほ場全体の雑草処理を行っておくと、処理後の灌木
の運搬も安全に行える。


